
  

              学校教育目標スローガン「夢・希望・感動・感謝」 

保護者の皆様へ「学校の本来の姿に近づくために」 

「新しい生活様式」を意識した全校による教育活動が再開して、２週間が過ぎました。感染防

止に努めながらの全員揃っての６時間の授業、昼食、委員会活動、係活動そして部活動。学校に

生徒の元気な声がもどってきました。生徒たちも大変よく頑張っています。本当にうれしい限り

です。学校の主役は生徒、生徒あっての学校だという当たり前のことも特別に思えます。 

保護者の皆様には、再開した状況ながら、学校の感染防止対策等への、ご理解とご協力をいた

だいておりますことに感謝申し上げます。教職員一同引き続き、基本的な感染防止策を講じつつ、

充実した教育活動が実施できるよう創意工夫してまいります。 

現在、新型コロナウイルスの爆発的な感染に至っていないのも、一人一人が感染防止を意識し

て行動変容している結果と思うと、改めて社会全体の「協力」、「協働」の大切さを感じます。 

学校としましても、再開を喜びつつ油断せずに、保護者・地域の方々と連携して生徒にとって

安全で安心な「新しい学校生活」にしていきたいと考えております。 

生徒の皆さんへ「プラスの発想」 

ニュースや新聞等でも「コロナ禍の○○」などと目にすることも多い「コロナ禍」。さて、な

んと読むでしょうか。答えは「コロナか」です。「禍」を「か」と読みます。「禍」は「わざわい」

と読むので、新型コロナウイルスが招いた危機的状況を表す言葉です。この「コロナ禍」をどう

しても「マイナス」にとらえてしまうのは当然ですが、「ピンチはチャンス」という言葉もある

ように、今回のことを「プラス」に考えて、積極的に今後に生かす「発想の転換」も大切だと思

います。皆さんも自分の生活を振り返り、「気が付いたこと」「大切に思ったこと」「この時期だ

からできたこと・できていること」等を思い起こし、発想を「プラス」に替えてみることを心が

けてみましょう。「コロナ禍」の生活において、工夫したり、我慢したりした経験は、やがて来

る「アフター・コロナ」の時代には、私たちにとって大きな力になると思います。この「禍」に

負けずに、前向きに物事に取り組む気持ちを大切にしてください。 

部活動について「伝える」「育てる」 

３年生部員の皆さんにとって、最終目標にしていた大会や発表の場が多くの競技で中止となり

ました。やむを得ない状況とはいえ、残念で悔しい気持ちの人も多いと思います。部活動に一生

懸命に頑張ってきた人ほど、その思いは強いことでしょう。しかし、３年生にはまだ、１・２年

生の後輩に「技や心」を「伝える」、後輩を「育てる」という大切な役割があります。残りの活

動の中で、後輩たちに、皆さんが真剣に活動する姿を見せることは、大変価値のあることです。

３年生の部員の皆さんには、このことを心に置いて、残された活動をぜひ充実したものにしてく

ださい。ひたむきな取り組みを通して、自らも成長する経験にしてほしいと思います。これは、

部活動だけでなく、生徒会や委員会活動等、他の学校生活にも当てはまることです。生徒の皆さ

んがお互いに「学び合い」「成長し合う」そんな萩中であってほしいと願っています。 

萩園中学校ニュース  
 

  萩園中学校 学校だより ⑤ 令和２年７月１日 校長 丸山 修一 



≪学校の様子≫＊配付版には写真を掲載。                                                                             

・教員がフェイスシールドやマスクをしての授業。みんな集中しています。座席や活動も工夫しています。 

＝ 授業の様子（写真３枚）  

・常任委員会もスタート。活動方針・目標等の決定を行いました。＝ 委員会の様子（写真２枚）      

・部活動も段階的に活動を開始。本日（7/1）から本入部スタートです。＝ 部活動の様子（写真２枚） 

・図書室前の消毒セット           ・緑のカーテンも成長中！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・池のハスの葉も大きくなりました！       ・正門付近にいたカブトムシ！ 

・正門付近にいたカブトムシ。 

 

 

 

 

 

【お願い】マスクの着用について（感染症対策と熱中症対策） 

これからの季節は気温も高くなり感染症対策に加え熱中症対策も必要になります。文部科学省の

学校における衛生管理マニュアル等では、「学校の教育活動では、基本的には常時マスク着用が望

ましい」としながら、熱中症対策等として次のことを挙げています。 

・十分な身体的距離を確保できる場合は、マスクを着用する必要はない。 

・生徒本人が暑さで息苦しいと感じた時などには、マスクを外したり、一時的に片耳だけかけて 

呼吸したりするなど、自身の判断で適切に対応できるよう指導する。 

・体育の授業においては、マスクの着用の必要はない。 

・運動部活動においてもマスクの着用の必要はない。(必要に応じて行う密集、接触場面以外は、 

距離をとることに配慮する。） 

・登下校中も含め、熱中症になるリスクがあると自ら判断した場合はマスクを外してもよい。 

その際は他の児童生徒と距離をとる。 

以上のことを踏まえ、学校におきましても熱中症対策として適切なマスクの着脱を指導してまい

ります。ご理解とご協力をお願いいたします。 

【お知らせ】 

○ 例年１０・１１月に行われていた茅ヶ崎寒川地区「音楽会」、「英語弁論大会」「国語弁論大会」、

「創作ダンス発表会」は、今年度は中止となりました。 

○ 今年度の部活動説明（懇談）会は、各部ごとの開催となります。日時等は、各部活動顧問よりお

知らせいたします。ご協力お願いいたします。 


